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全教実習教員部は 2 月 24 日（土）第 35 回定期総会を４年ぶりに東京・全国教育文化会館におい

て参集型で開催しました。定期総会では、第 1 号議案「2023 年度運動の総括に関する件」、第 2 号

議案「2024年度運動方針に関する件」、第 4号議案「当面のとりくみに関する件」を提案し、賛成多

数で承認されました。 

討論は、第 1 の柱 「子どもたちの現状と、実験・実習教育の充実に向

けたとりくみ」 

第 2の柱 「賃金・生活・権利のとりくみ」 

第 3の柱 「組織拡大強化・実習教員部運動のとりくみ」 

の３つの柱でおこなわれました。 

第 1 の柱では、実験・実習に用いられる施設・設備の老朽化がすすんでいるにも関わらず、修理や整

備がおこなわれていない。また、実習室の空調も整備されていない（山口高）。ＩＣＴについて、実

験・実習をともなう教科は体験が必要であるがタブレットを使うことが前提に進んで、本当の知識

につながっているか疑問である。演習科目は実際に体験することが大切だと考えられる（長崎高）。 

第 2 の柱では、実習教員の部活動単独引率が可能となっている道府県が多くなっているが、家庭訪問

や入試の採点などができないといった矛盾がある（北海道高）。専門教科に関する資格などの個人的

な取得や認定講習は個人負担となっている。また、舎監や農場、部活手当は最低賃金が保障されてい

ない（岐阜）。賃金のベースアップはあったものの手当などの改善が必要（宮城高）。単独引率など

は、実習教員のなかでも様々な意見があるので、本人の意思を尊重すべきではないか（佐賀高）。 

第３の柱では、教諭一元化について、全員が同じ立場で分担制にするべき、現職の実習教員は、⓵教諭

になる、②現状のままを選択できるようにすることなど、みんなで方針を考えていくことが大切（兵

庫高）。教諭一元化は職務内容に不安もあり、制度に対する温度差もある（山口高）。組合についても

対面で話し合うことが大切。また、仕事をしやすい環境づくりが大切である（佐賀高）。 

学校での現状や活動、また各道府県での課題や質問など多くの発言があり、活発な討論となりました。 

執行部見解では、 

①施設・設備の老朽化などは写真などで現状の証拠となるもの提示し

改善を求めることが必要。 

②部活動単独引率は、文部科学省への要請では可能であることが確認

できている。複数引率には経費の確保をしていくことが大切。 

③資格や免許の取得では教育委員会との交渉で職専免扱いとなるなど

成果が広がっている。チームとしてとりくみ、職務の内容として権利

を主張することが重要。 

④マイクロバスの運転などは事故の際に個人の責任とならないよう、

任命権者や学校の対応として責任を果たすべき。 

と討論をまとめました。 

～  第 3５ 回定期総会  ～ 

どの子にもゆきとどいた 

実験・実習教育の充実を 
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役員選挙で 2024年度の役員が選出された後、定期総会アピールが採択されました。 

次に、制度改革検討委員会の紹介があり、筒渕座長（北海道高）より「１年目は学習 

を深めるとき、腰を据えて皆さん頑張りましょう」とあいさつがありました。 

最後に、魚住部長の力強い「団結がんばろう」で定期総会が閉会となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2024 年度 全教実習教員部 ◇◇常任委員会あいさつ◇◇  

2024年度全教実習教員部常任委員が選出されました。 

2023年度は実習教員部のとりくみに、ご協力ありがとうございました。 

2024 年度の役員は、8 名となりますが、「実習助手」制度改革など様々な課題にとりくみ、パワフ

ルに実習教員部運動をすすめていきたいと考えていますので、皆様どうぞよろしくお願いします。 

スムーズな運営・進行

でわかりやすかったで

す。最後の制度改革検討

準備会の座長・筒渕先生

から言ってくださった

「理科を置きざりにしな

い。一緒に」は本当にう

れしかったです。 
各道府県の課題、現場

の課題について、活発な

討論ができたのではない

か。充実した機会になり

ました。 

今ある問題が少しでも

改善・前進できる様、運動

し続けていかないといけ

ないと実感しました。 

しっかりと提案したも

のが現場にいい形で返っ

てくることが今後に繋が

ってくると思います。 

みなさんの個々の実践

が仕事の矛盾をあぶりだ

し、現場の改善につなが

ったんだと感動しまし

た。 

 

部 長  魚住 知一（山口高）  

副 部 長  金坂 雅人（富山高）  

副 部 長  濱村 一代（長崎高）  

事務局長  佐多美也子（大阪高）  

事務局次長  吉田  等（愛知高） 

常任委員  松本  浩（滋賀高） 

常任委員  藤元 広明（岡山高） 

常任委員  山根 裕生（岡山高） 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

担当執行委員  髙木 りつ 

担当書記  寺浦 勝美    

◎総会で選出された新役員 
 

関東・甲越ブロック選出

の茨城高・横瀬健司さん。 

2022 年度常任委員、

2023 年度事務局次長と

して活躍されました。 

 

 

２年間 

ありがとう 

ございました。 

◎退任される役員 
皆様、よろしくお願いします 

制度改革検討委員会 

筒 渕 座 長 

第 33 回定期総会より 


